
JR東日本水戸支社では、列車の乗務員として活躍する「いわき運輸区」「原ノ町運輸区」社員

が撮影した写真を使用した、2022年オリジナルカレンダーを発売します。

東日本大震災で被災し、2020年3月に全線運転再開を果たした常磐線にスポットを当て、福島県

の常磐線沿線で撮影した写真を、一部現在では見られない風景も交えてカレンダーにしました。

ご好評だったJRE MALL限定版とは別バージョンで新たに販売します。

列車の乗務員が撮影・企画したオリジナルカレンダーを販売します！
～福島県常磐線沿線の昨今交えた写真をお楽しみください！～
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東日本旅客鉄道株式会社
水 戸 支 社

商品概要

【販 売 日】 2021年12月15日（水）～

【商 品 名】 2022 CALENDAR いわき運輸区・原ノ町運輸区オリジナルカレンダー

（表紙含む13枚・A6サイズ卓上タイプ、デザインについては別紙参照）

【販売箇所】 NewDaysミニ水戸1号、NewDaysミニ水戸7号、 NewDaysいわき

NewDaysミニ原町、NewDaysミニ相馬

※販売時間は各店舗の営業時間に準じます。

※販売箇所は変更となる場合があります。

【価 格】 1,100円（税込）

オリジナルポストカードをプレゼント
※無くなり次第終了（5店舗合計 100名さま限定）

※販売数量には限りがあります。売り切れの場合はご容赦ください。



【別紙】 

表紙「E657 系つながる常磐線ラッピング（内郷～湯本間）：2020/3/16」 

 

 

 

 

1 月「E531 系と E657 系の常磐線全線運転再開前の試運転（夜ノ森駅）：2020/1/6」 

 

 

 

 

2 月「415 系と 651 系の留置（原ノ町駅）：2015/4/19」 

 

 

 

 

3 月「竜田駅前の桜と 651 系（竜田駅）：2019/4/9」 

 

 

 

 

4 月「E531 系常磐線全線運転再開 1 周年ヘッドマーク（内郷～湯本間）：2021/4/7」 

 

 

 

 

5 月「夜ノ森駅のツツジと 651 系（夜ノ森駅）：2009/5/2」 

 

 

 

 

6 月「701 系の出区点検（原ノ町駅）：2021/9/10」 

 

 

 

 

3 月 14 日の常磐線全線運転再開前に行われた試運転。夜ノ森

駅では仙台方面に向かうE657系といわき方面に向かうE531

系が並びました。 

常磐線全線運転再開や仙台直通復活を前にラッピングされ

た E657 系。ピカピカの K19 編成が沿線に全線運転再開をア

ピールしました。 

東日本大震災の影響で原ノ町駅から発車できなくなってし

まった 415 系と 651 系。しばらくの間、連結して原ノ町駅に

留置されていました。 

原ノ町駅で発車に備えて点検をする 701 系。仙台への旅に備

えて運転士がしっかりと点検しています。 

竜田駅の脇に植えられている桜の木。ソメイヨシノとはまた

違う色の桜の木が、春の訪れを告げています。 

常磐線全線運転再開 1周年を記念して作られたヘッドマーク

を付けて走る E531 系。首都圏にも乗り入れ、全線運転再開

1 周年を PR しました。 

震災前の夜ノ森駅を通過する 651 系スーパーひたち号。ツツ

ジが夜ノ森駅を綺麗に染めていました。 



7 月「EF81-95 号機のホキ砕石列車（内郷～湯本間）：2021/7/14」 

 

 

 

 

8 月「海岸沿いを走る 651 系（広野～末続間）：2019/7/17」 

 

 

 

 

9 月「波立海岸を走るカシオペア号（久ノ浜～四ツ倉間）：2021/9/10」 

 

 

 

 

10 月「通勤通学を支える 10 両編成の E501 系（内郷～湯本間）：2020/3/24」 

 

 

 

 

11 月「夕暮れの末続駅を発車する 651 系（末続駅）：2020/2/6」 

 

 

 

 

12 月「最後の活躍をする 719 系（原ノ町～磐城太田間）：2020/3/3」 

 

 

 

 

【制作社員のコメント】 

東日本大震災に見舞われた常磐線は、昨年 2020 年３月に全線運転再開しましたが、沿線地

域には未だ帰還困難区域を抱えるなど復興道半ばです。福島県沿線で撮影した写真を古今

交えてカレンダーにしました。ご好評だった JRE MALL 限定版とは別バージョンを New 

Days で発売いたします。カレンダーを楽しむとともに、被災地域を応援してくださると幸

いです。 

スーパーエクスプレスレインボーの専用機関車として活躍

した EF81-95 号機。客車は引退したが、牽引する車両を変え

て現在でも元気に活躍しています。 

山と海の間を力強く走る 651 系。澄んだ青空と海、そして緑

のコントラストが白い車体によく映えます。 

常磐線を走るカシオペア号。海岸線を長編成で走る姿は沿線

で見守る方々を盛り上げてくれました。 

後輩の E531 系が数多く活躍する中、通勤通学輸送を陰で支

える E501 系。10 両の長い編成が常磐線のラッシュ時間帯で

本領発揮します。 

夕暮れの山間を走る 651 系。晩年は普通列車としていわき～

富岡間のお客さまを乗せて走りました。 

常磐線全線運転再開前、原ノ町～浪江間の区間輸送を支えた

719 系。晩年は常磐線で最後の活躍を見せてくれました。 


